
山梨県森林環境保全基金事業 第２期計画の概要

～やまなしの森林をみんなで守り育て、次世代につなげる森林環境税の取組～

森林環境税の収入と使途の関係を明確にするため、今後も森林環境保全基金に積み立て、適切に運用

森林環境税制度の継続

○ 税収の管理

① 多様な公益的機能の維持・増進を図る森づくり

(1) 荒廃森林再生事業

荒廃した人工林の間伐による針広混交林への誘導
※ 第２期計画：３，８５０ｈａ

② 木材・木質バイオマスの利用促進

(1) 甲斐の木づかい推進事業

学校施設等に県産材を使用した学習用備品を導入するための経費の一部を助成
※ 第２期計画：４７０組

③ 社会全体で支える仕組み

① 多様な公益的機能の維持・増進を図る森づくり

荒廃した人工林の間伐による針広混交林への誘導
草木や竹の繁茂により荒廃した里山林の再生
天然更新が困難な林地などにおける広葉樹の植栽

② 木材・木質バイオマスの利用促進
学校施設等における県産材学習用備品の導入支援 → 当初計画（５００組）に対する実績

７６８組 （計画の１５４％）
③ 社会全体で支える仕組み
県民参加の森づくりを進めるための普及啓発
・森林体験活動支援事業 → 当初計画（５６機関）に対する実績 ６８機関 （計画の１２１％）
・地域の森づくり活動支援事業 → 当初計画（６８団体）に対する実績 ２７団体（計画の４０％）

○ 本県の森林を取り巻く状況

依然として多くの荒廃森林が存在し、引き続き森林所有者の自助努力だけではその解消が厳しい状況

○ 県民の意見

森林環境税に関する県政モニター、企業を対象としたアンケート調査を実施

→税を活用した事業の必要性、制度の継続について、概ね県民の理解は得られていると推測される結果

当初計画（５，２４５ｈａ）に対する実績

４，４９２ｈａ （計画の８６％）

・土砂災害の防止や洪水の緩和などの公益的機能を持つ貴重な財産である森林を県民全体で守り育て、
次の世代に引き継ぐために、平成２４年４月から森林環境税を導入し、森林環境保全基金事業第１期計画
に基づき各種事業を実施
・森林環境税は、「森林及び環境の保全に係る県民税の特例に関する条例」において、条例施行後おお
むね５年ごとに、条例の施行状況等を勘案し、必要があると認めるときは、この条例の規定について検討
を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものと規定されているため、平成28年度、これまでの事
業の実績や効果を検証するとともに税制度の点検を行い、第２期計画を策定

３つの基本施策に基づく事業展開により一定の成果

○ 森林環境税を活用した事業の方向性

各施策にわたって概ね計画どおりの実績を達成できる見通しであり、一定の成果を上げられたことから、

引き続き３つの基本施策に基づき事業を実施

多様な公益的機能の

維持・増進を図る森づくり

木材・木質バイオマスの
利用促進

社会全体で

支える仕組み

○ 課税のあり方

荒廃森林再生事業などを確実に実施していくための安定的な財源の確保と、「健全な山梨の森づくり」を
進めるための県民の広く公平な税負担を考慮するとともに、森林環境税に関するアンケート結果をふまえ、

第２期計画期間中の課税方式、税率ともに現行を維持

○ 計画の見直し時期等

引き続き、第２期計画開始後、５年を目途として、事業を実施した効果や森林を取り巻く状況等を見極めた上で、
制度の点検・見直しを実施することとし、その際の基礎資料とするため、民有林内の人工林を対象とした管理状況
の調査を実施

(2) 里山再生事業

荒廃した里山林における不用木や侵入竹の除去・集積
※ 第２期計画：５００ｈａ

(3) 広葉樹の森づくり推進事業

森林の状態に回復していない林地における
広葉樹植栽 ※ 第２期計画：４０ｈａ

※ 引き続き県と森林所有者、森林組合等事業体との協定締結により森林の皆伐や転用等に関する所有者の行為を一定期間制限

※ 神奈川県との共同事業として桂川・相模川流域における森林整備、桂川清流センターにおける水質浄化の取り組みを引き続き実施

(1) 県民参加の森林づくり推進事業

森林整備現場見学会の開催、情報誌の発行、
木質バイオマス普及啓発イベントの実施

(2) 森林体験活動支援事業

教育機関等が学校林や森林公園等で森林環境教育の
一環として行う森林体験活動に対し助成 ※第２期計画：７０機関

(3) 森林環境保全基金運営委員会開催費

山梨県森林環境保全基金運営委員会の開催、事業効果を検証するためのモニタリング調査等の実施

※ 森林環境税（第２期）の仕組み
① 課税方式

『県民税均等割超過課税方式』
② 対象者

・個人：県民税を納めている方 ※障害者や未成年者等は非課税
・法人：県民税を納めている法人 ※収益事業を行わないものなどは非課税

③ 税率
・個人：５００円
・法人：均等割額の５％相当額 ※ 第１期同様、年間２億７千万円程度の税収を見込む

はじめに

第１期事業の成果

第２期計画策定にあたっての考え方

第２期計画で取り組む主な事業

実施前 林内に光が入り、明るさが向上

※ 人件費や獣害防除経費の上昇による

※ 内容が重複する国の事業が創設されたため

資料１





○平成２９年度森林環境保全基金事業　実績

単位：千円

１段目：（予算額）、２段目：（決算額）

○荒廃森林再生事業 H24 312ha

H25 426ha

( 408,676 ) ( 174,880 ) ( 233,796 ) H26 1,031ha

H27 1,229ha

394,745 173,206 221,539 H28 913ha

H29 770ha

計 4,681ha

○里山再生事業 H24 28ha

H25 79ha

( 45,643 ) ( 12,317 ) ( 33,326 ) H26 151ha

H27 171ha

56,981 12,617 44,364 H28 74ha

H29 100ha

計 603ha

○広葉樹の森づくり推進事業 H24 13ha

　広葉樹の植栽により、水源かん養や生物多様性などの公益的機能を増進 H25 12ha

( 23,008 ) ( 11,423 ) ( 11,585 ) H26 20ha

H27 20ha

25,306 12,795 12,511 H28 13ha

H29 8ha

計 86ha

477,032 198,618 278,414

○県産材を使用した学習用備品の導入

( 4,500 ) ( ) ( 4,500 )

3,425 3,425

3,425 3,425
○県民参加の森づくりを進めるための普及啓発

・森林整備現場見学会の開催

コース

・ペレットストーブ、薪ストーブ等の展示・説明会の開催

( 2,047 ) ( ) （ 2,047 ）

※主催者発表来場者数 1,744 1,744
・PR看板の設置

　　森林整備実施箇所のうち展示効果の高い箇所（9箇所）に、森林環境税を活用したことを周知するPR看板を設置

・森林環境税情報誌発行（事業費：535）

　　情報誌「木もれ日」（20,000部）を発行し、市町村や学校、金融機関等に配布するとともに、県ホームページ上に公表

・普及啓発用ポスター作成（事業費：97）

　　森林環境税制度の普及啓発用ポスター（500枚）を作成し、県関係機関、市町村施設等に掲示

事業費

エコしょうわ H29.4.29 押原公園 1,000人

584

事業費

峡東 H29.10.28 9人

528

峡南 33人

・間伐現場見学（山梨市三富徳和地内）

・講座聴講「森林の多面的機能について」（東山梨合同庁舎内）

・製材工場、木工品ギャラリー、チップ工場見学（山梨市内）

・間伐現場見学（富士川町平林地内）

・講座聴講「森林の多面的機能について」（森林総合研究所内）

・施設見学（森林総合研究所、森の教室）

4校
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森林環境保全推進事業費

（森林整備課）
作業内容 計画数量

間伐

1,020

忍野村

3,425

社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

県民参加の森林づくり推進事業費

（森林環境総務課・林業振興課）
開催日 行程 参加人数

木
材
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
促
進

甲斐の木づかい推進事業費補助金

（林業振興課）

10ha広葉樹植栽

施策
事
業
名

事 業 内 容

計

除伐

侵入竹の除去

91ha 97ha

　長期間放置され、低木類や竹・つる等の繁茂により荒廃した里山林を再生

作業内容

3ha

94ha

計画数量

3ha

100ha

8ha

作業内容 計画数量 完成数量

事業費 国補 基金

完成数量

机・椅子 48組 1,440

事業費学習用備品名 数量

私立すみよし愛児園（甲府市）

計 174組

森林のフェスティバル H29.10.21 小瀬スポーツ公園 10,000人

計 11,000人

155

810

補助対象

南部町 机・椅子

机・椅子

机・椅子 64組

　荒廃した民有林の間伐を進め、針葉樹と広葉樹の混じり合った森林に再生

完成数量

853ha 770ha

備　　考

○4校が計174組を導入

○森林整備現場見学会を開催
　森林環境税を活用した間伐の実施
箇所を見学し、事業実施による効果
等を説明した。

〇森林環境税情報誌発行
　新たに、森林環境税を活用した取
り組み等について紹介した情報誌
「木もれ日」を発行した。

○木質ﾊﾞｲｵﾏｽ普及啓発ｲﾍﾞﾝﾄを開
催
　県内2箇所で開催したイベントに
ブースを出展し、家庭用のペレット
ストーブ等の展示・説明を行った。

12組

50組

社会福祉法人 ゆうゆう

村立忍野小学校

学校名

町立栄小学校

社会福祉法人 赤保福祉会 私立赤尾保育園（甲州市）

H29.10.29

イベント名 開催日 場所 来場者数(※)
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施策
事
業
名

事 業 内 容 事業費 国補 基金
備　　考

○教育機関等が行う森林体験活動への助成

( 2,100 ) ( ) （ 2,100 ）

1,979 1,979

○森林環境保全基金運営委員会の開催

区分

第1回

第2回 ( 495 ) ( ) （ 495 ）
計

416 416
○事業効果検証モニタリング調査

4,139 4,139

484,596 198,618 285,978
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会
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体
で
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え
る
仕
組
み
づ
く
り

森林体験活動支援事業費補助金

（みどり自然課）

宝の山ふれあいの里ネイチャーセン
ター（都留市）
上野原小学校及び上野原小学校学校林
（上野原市）

11教育機関等

○11教育機関等に対して助成

森林環境保全基金運営委員会開催費

（森林環境総務課）

254

182

自然体験学習・観察

自然観察・工作

自然体験学習

自然体験学習

自然体験学習・観察

自然体験学習

第2なでしこ保育園
（甲府市）
ちびっこはうす保育園
（甲府市）
山梨大学教育学部附属
小学校（甲府市）

慈光保育園（甲府市）

22名

86名

39名

長生保育園（都留市）

自然体験学習

427名

27名

相興保育園（笛吹市）

14箇所で調査に着手 荒廃森林再生事業：12箇所、広葉樹の森づくり推進事業：2箇所 238

恩賜林記念館大会議室 H28事業の実績 基金運営委員会への対応について　等 89

2回

21名 77

492名 190

1,271名 1,979

87

南アルプス市立落合
小学校

甲斐市立竜王小学校

竜王幼稚園（甲斐市）

山梨市立岩手小学校 森林散策・自然体験

キープ自然学校（北杜市）

山梨県森林総合研究所（富士川町）

山梨県森林公園金川の森（笛吹市）
オオムラサキセンター（北杜市）他

森林散策・自然体験

富士山（富士河口湖町）

広河原、県民の森（南アルプス市）他

富士癒しの森研究所（山中湖村）
甲斐市竜王小学校

富士山（富士河口湖町）

県立八ヶ岳少年自然の家（北杜市） 22名

32名

31名

82

216

83

300

264

H29.12.20

178

場所

上野原市立上野原
小学校

計

自然体験活動・森林散策

自然体験活動・自然観察

内容 事業費

H29.5.17 恩賜林記念館大会議室 H28事業の進捗 H29事業計画 モニタリング結果について　等

事業費

72名 244

参加人数

89

開催日

県立八ヶ岳自然ふれあいセンター周辺
（北杜市）

補助対象 活動場所 活動内容


